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概 要
単調なコンパクト型Hermite対称空間M の 2つの実形 L0, L1に対

して、各々の最小Maslov数が 3以上という条件のもとで、Z2係数の
Floerホモロジー群HF (L0, L1 : Z2)を計算する。特に、Mが既約の場
合にはOhの先行結果 [2]を含むArnold-Givental不等式の一般化が得
られることを報告する。

Floerホモロジー シンプレクティック多様体 (M,ω)の 2つの Lagrange部分多
様体L0, L1について、L0 ∩ L1を生成元とする自由Z2加群をCF (L0, L1 : Z2)と
表す。2つの交点に対して、それらをつなぐ孤立したJ-holomorphic stripの個数
をmod 2で数えることにより境界作用素 ∂を定義する。∂2 = 0が示せるとき、
(CF (L0, L1 : Z2), ∂)のホモロジー群HF (L0, L1 : Z2)をFloerホモロジーという。

実形 (M,J, ω)をKähler多様体とする。Mの対合的反正則等長変換の不動点集
合をMの実形と呼ぶ。実形はMの全測地的Lagrange部分多様体になる。Hermite

対称空間の実形の例を挙げておく。複素射影空間CP n内の自然に埋め込まれた実
射影空間RP nは実形である。

単調性と最小Maslov 数 閉 Lagrange 部分多様体 L について、2 つの準同型
Iµ,L : π2(M,L) → Z, Iω : π2(M,L) → R を次のように定義する。Iµ,Lは、各
写像w : (D2, ∂D2) → (M,L)に対して、単位円盤D2上のシンプレクティックベ
クトル束 w∗TM と ∂D2 ∼= S1上の Lagrange部分ベクトル束 (w|∂D2)∗TL との
対 (w∗TM, (w|∂D2)∗TL)のMaslov指数 Iµ,L(w) を対応させる写像とする。Iωは
Iω(w) =

∫
D2 w∗ωで定義する。閉Lagrange部分多様体Lは、ある定数 c > 0が存

在してIω = cIµ,Lが成り立つとき、単調であるという。既約コンパクト型Hermite

対称空間の実形は単調である。単調なLについて部分群 im(Iµ,L) ⊂ Zの正の生成
元をΣLと表し、Lの最小Maslov数と呼ぶ。

対蹠集合と 2-number(Chen-長野) Riemann対称空間M の点 xに関する点対
称を sxで表す。Mの部分集合Sは、任意のx, y ∈ Sに対して、sxy = yが成り立
つとき、対蹠集合という。M の対蹠集合の元の個数の上限を 2-numberといい
#2Mで表す。#2Mは有限の値になる。#2M = #Sを満たす対蹠集合SをMの
大対蹠集合という。竹内勝の結果よりコンパクト型Hermite対称空間の実形Lに
対して#2L = SB(L, Z2)が成り立つ。ただし、SB(L, Z2)はLのZ2係数ホモロ
ジーのBetti数の総和である。
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主結果
定理 1 (入江) 2次元の複素 2次超曲面Q2(C) ∼= S2(1) × S2(1)の 2つの実形

S2(
√

2), T 2について、HF (S2, T 2 : Z2) ∼= Z2 ⊕ Z2 が成り立つ。
定理2 (入江-酒井-田崎) (M,J, ω)を単調なコンパクト型Hermite対称空間と
し、L0, L1をMの横断的に交わる2つの実形とする。ΣL0 , ΣL1 ≥ 3ならば

HF (L0, L1 : Z2) ∼=
⊕

p∈L0∩L1

Z2[p].

Mが既約の場合にはTanaka-Tasaki [3]の結果を用いてより詳しい情報が得られる。
定理3 Mを既約コンパクト型Hermite対称空間とし、L0, L1をM内の横断的
に交わる2つの実形とする。このとき、

(1) M = GC
2m(C4m)(m ≥ 2)であり、L0はGH

m(H2m)と合同、L1はU(2m)と合
同ならば、

HF (L0, L1 : Z2) ∼= (Z2)
2m

.

ここで、2m <
(
2m
m

)
= #2L0 < 22m = #2L1である。

(2) それ以外の場合には

HF (L0, L1 : Z2) ∼= (Z2)
min{#2L0,#2L1}.

HF (L0, L1 : Z2)のHamilton同位に関する不変性、および竹内勝の結果より、
次がわかる。
系4 定理 3の仮定の下で (2)の場合、L0とφL1が横断的に交わるような任意
のHamilton 微分同相φ ∈ Ham(M,ω)について、

#(L0 ∩ φL1) ≥ min{SB(L0, Z2), SB(L1, Z2)}

が成り立つ。とくに、L0とL1が合同なとき、既約コンパクト型Hermite対称空
間のOhによるArnold-Givental不等式 [2]が得られる。

定理2の証明の方針を述べる。2つの実形L0, L1が横断的に交わるならば、L0∩L1

はL0とL1の対蹠集合になる ([3])。L0 ∩L1の点xに対してsxはL0 ∩L1の各点を
固定する。また、L0, L1が全測地的であることから、これらは sxで不変となる。
これらの事実から J-holomorphic stripのモジュライ空間に自由なZ2作用が誘導
され、境界作用素が0-mapになることが示される。
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